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よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い 

☆
年
始
の
各
祭
典

の
ご
案
内
☆ 

 

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日 

午
後
十
一
時
三
十
分 

 
 

大
祓
式
（
今
年
下
半
期
の
罪
穢
れ
を

払
除
け
ま
す
） 

引
き
続
き 

除
夜
祭 

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日 

 

午
前
〇
時 

年
明
け
太
鼓 

引
き
続
き 

 

歳
旦
祭
（
高
忍
日
賣
神
社
） 

午
前
八
時 

 
 

中
川
原
素
鵞
神
社 

歳
旦
祭 

午
前
九
時 

 
 

大
間
素
鵞
神
社 

歳
旦
祭 

午
後
二
時 

元
始
祭
・日
供
始
祭

（
高
忍
日
賣
神
社
） 

一
月
二
日 

 

午
前
九
時 

日
供
講
大
祭 

 

※
各
祭
典
へ
の
ご
参
列
は
自
由
に
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

    

初
詣
は
氏
神
様
か
ら 

 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
、 

年
の
初
め
の
お
ま
い
り
は
、
ま
ず
最
も
身

近
で
あ
る
お
住
ま
い
の
地
域
の
鎮
守
さ

ま
（
高
忍
日
賣
神
社
）
に
お
ま
い
り
し
、

そ
の
年
が
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。 

 

年
越
し
甘
酒 

今
年
も
あ
り
ま
す
！ 

新
年
午
前
０
時
～(

無
く
な
り
次
第
終
了) 

甘
酒
で
心
も
体
も
温
ま
っ
て
新
年
の
お

参
り
を
ど
う
ぞ
！ 

（
ア
ル
コ
ー
ル
分
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
） 

 

各
種
祈
願
・
新
年
の
安
全

祈
願
祭
承
り
ま
す 

 

新
年
に
あ
た
り
、
家
内
安
全
や
身
上
安

全
を
は
じ
め
、
商
売
繁
盛
・
厄
除
け
・
入

試
合
格
・
縁
結
び
・
安
産
等
各
種
祈
願
承

り
ま
す
。
ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
そ
の
時

間
に
確
実
に
、
優
先
的
に
執
り
行
え
ま

す
。 

 

ま
た
、
新
年
の
会
社
・
団
体
等
の
安
全

祈
願
祭
（
社
頭
・
出
張
ど
ち
ら
も
可
）
も

承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
・
ご
予
約
下
さ
い
。
祈
願
祭
を

受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
願

内
容
に
応
じ
て
神
札
・
お
守
り
等
の
「
お

さ
が
り
」
（
撤
下
）
を
お
渡
し
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 

 
  

☆
厄
除
け
祈
願
の
ご
案
内
☆ 

 

高
忍
日
賣
神
社
で
は
、
厄
除
け
祈
願
祭

を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
予
約
の
方
を
優
先

し
て
ご
祈
願
致
し
ま
す
の
で
、
ご
祈
願
を

ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
（
℡
九
八
四
―

八
二
一
二
）
下
さ
い
。
祈
願
祭
を
受
け
ら

れ
た
方
に
は
、
神
札
・
お
守
り
等
を
授
与

致
し
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
の
厄
年
該
当

年
齢
の
生
ま
れ
年
は
下
記
の
通
り
で
す
。

年
齢
は
数
え
年
で
見
ま
す
の
で
、
誕
生
日

に
関
係
な
く
年
が
明
け
る
と
皆
一
つ
年

を
重
ね
ま
す
。
厄
除
け
祈
願
は
、
年
明
け

か
ら
節
分
頃
ま
で
に
済
ま
さ
れ
る
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。 

平
成
二
十
八
年
の
厄
年
表 

 

年
始
に
あ
た
っ
て
の
奉
献
（
お
供
え
）
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
直

接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
送
付
の
場
合
に
は

「〒
７
９
１
―
３
１
６
３ 

愛
媛
県
伊
予
郡
松

前
町
徳
丸
３
３
２
―
３ 

高
忍
日
賣
神
社

社
務
所
」ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

女 男 女（大厄） 男（大厄） 男女  

１８歳 

平成１１年

生まれ 

２４歳 

平成５年 

生まれ 

３２歳 

昭和６０年

生まれ 

４１歳 

昭和５１年

生まれ 

６０歳 

昭和３２年

生まれ 

前

厄 

１９歳 

平成１０年 

生まれ 

２５歳 

平成４年 

生まれ 

３３歳 

昭和５９年

生まれ 

４２歳 

昭和５０年

生まれ 

６１歳 

昭和３１年

生まれ 

本

厄 

２０歳 

平成９年 

生まれ 

２６歳 

平成３年 

生まれ 

３４歳 

昭和５８年

生まれ 

４３歳 

昭和４９年

生まれ 

６２歳 

昭和３０年

生まれ 

後

厄 

高
忍
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社 報 

発行日 

平成２７年 

１２月１日 

発行者 

高忍日賣神社 

社務所 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.ta

k
a

o
sh

ih
im

e
.jp

/ 

F
a

ce
b

o
o
k

 

w
w

w
.fa

ce
b

o
o
k

.co
m

/ta
k

a
o
sh

ih
im

e
 



 2         社報 「高忍さま」 平成２７年１２月号   平成２７年１２月１日 発行   

 

                                                    

高忍日賣神社ホームページアドレス http://www.takaoshihime.jp/ 

☆
初
詣
授
与
品
の
ご
案
内
☆ 

高
忍
日
賣
神
社
の
授
与
所
で
は
、
お
ふ

だ
、
お
守
り
を
は
じ
め
、
絵
馬
、
お
み
く

じ
、
破
魔
矢
な
ど
、
各
種
祈
願
ご
と
に
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
年
の
縁
起
物
と

し
て
も
授
与
し
て
い
る
干
支
に
関
連
し

た
授
与
品
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

◎
絵
馬
付
破
魔
矢 

 

破
魔
矢
は
、
身
近
の
邪
悪
と
な
る
も
の

を
は
ら
い
除
く
も
の
で
あ
り
、
魔
除
開
運

の
矢
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
破
魔
矢

に
、
来
年
の
え
と
「
申
（
さ
る
）
」
が
描

か
れ
た
絵
馬
が
つ
い
た
縁
起
物
で
す
。 

 

破
魔
矢
は
神
棚
か
お
床
等
で
ま
つ
り
、

な
け
れ
ば
高
い
清
浄
な
場
所
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。 

 
 

◎
干
支
絵
馬
（
申
） 

 

高
忍
日
賣
神
社
に
は
様
々
な
種
類
の

絵
馬
が
あ
り
ま
す
が
、
新
年
の
ご
祈
念
に

ふ
さ
わ
し
い
「
干
支
絵
馬
（
申
）
」
を
ご

紹
介
致
し
ま
す
。 

 

絵
馬
は
、
か
つ
て
は
神
へ
の
願
い
事
、

ま
た
御
礼
参
り
を
す
る
為
、
神
馬
を
奉
納

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
生
き
た
馬
の
奉

納
に
変
り
、
馬
の
形
を
絵
に
描
い
て
奉
納

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

来
年
の
絵
馬
は
、
小
槌
の
形
に
、
宝
船

と
申
（
さ
る
）
が
描
か
れ
た
、
縁
起
の
よ

い
絵
馬
で
す
。
縁
起
物
と
し
て
、
ま
た
新

年
の
お
願
い
事
を
書
き
奉
納
す
る
絵
馬

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
調
製
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 

 

干
支
関
連
の
授
与
品
は
、
新
年
一
月
一

日
午
前
〇
時
よ
り
授
与
致
し
ま
す
。
と
も

に
奉
製
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

め
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

正
月
三
が
日
は
、
今
回
も
境
内
の
特
設

授
与
所
に
て
、
各
種
授
与
品
を
頒
布
す
る

予
定
で
す
。 

   

◇
日
供
講
加
入
の
お
す
す
め
◇ 

す
で
に
多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
高
忍
日
賣
神
社
で
は
、

「
日
供
講
」
に
加
入
さ
れ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
「
日
供
」
と
は
日
々
神
様
に

お
供
え
す
る
こ
と
の
意
で
、
神
職
が
加
入

さ
れ
て
い
る
方
に
か
わ
っ
て
日
々
神
様

に
お
供
え
を
し
、
お
名
前
を
申
し
上
げ
、

ご
加
護
を
戴
く
よ
う
祈
念
す
る
も
の
で

す
。
加
入
者
に
は
一
月
二
日
に
執
り
行
わ

れ
る
日
供
講
大
祭
（
ご
参
列
い
た
だ
け
ま

す
）
に
て
祈
願
さ
れ
た
「
日
供
札
」
を
年

頭
に
お
頒
ち
し
、
毎
日
御
神
前
に
お
名
前

の
ご
奉
告
を
し
ま
す
。
初
穂
料
は
年
間
で

三
千
円
で
す
。
詳
し
く
は
社
務
所
（
電
話

九
八
四
―
八
二
一
二
）
ま
で
お
気
軽
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。 

 

 
お
ふ
だ
を
お
祀
り
し

ま
し
ょ
う 

 

毎
年
末
、
皆
様
に
頒
布
し
て
い
る
「
お

祓
い
さ
ま
」
（
『
天
照
皇
大
神
宮
』
と
『
高

忍
日
賣
神
社
』
の
お
札
）
を
受
け
て
新
し

い
お
札
に
と
り
か
え
、
心
新
た
に
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 

『
天
照
皇
大
神
宮
』
の
お
札
は
伊
勢
の

神
宮
の
お
ふ
だ
で
、
全
国
の
総
氏
神
様
、

『
高
忍
日
賣
神
社
』
の
お
札
は
地
域
の
氏

神
様
で
あ
る
高
忍
日
賣
神
社
の
お
ふ
だ

で
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
共
に
お
ま
つ
り

を
し
、
日
頃
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
お

ま
い
り
を
し
、
益
々
の
御
神
徳
（
お
か
げ
）

を
い
た
だ
き
、
家
内
安
全
・
家
族
の
身
上

安
全
等
を
祈
念
致
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

尚
、
神
ま
つ
り
は
最
も
近
親
の
方
が
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
最
長
五
十
日
（
仏
教

で
言
う
四
十
九
日
）
を
過
ぎ
れ
ば
お
ま
つ

り
を
再
開
し
ま
す
。 

 

※
古
い
お
ふ
だ
や
お
守
り
等
は
、
高
忍
日

賣
神
社
授
与
所
前
（
一
月
一
日
か
ら
十
五

日
迄
は
境
内
に
特
設
）
「
古
神
札
納
箱
」

へ
お
納
め
し
、
御
礼
の
お
参
り
を
し
て
帰

り
ま
し
ょ
う
。
（
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
燃
え
な
い
も
の
は
は
ず
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
新
年
一
月
十
五
日
（
金
）

に
「
ど
ん
ど
焼
き
」
で
焼
納
し
ま
す
。
） 

 

 

 

来年の干支、申（さる）の絵馬が

付いた破魔矢 

小槌の形が特徴的な絵馬（写真の絵

柄は今年の未（ひつじ）のもので

す）。新年より授与が始まります。 

日供講加入者は、毎日芳名を記入

した板札を神前に掲げ、神職がお

供えの上祈願を行う。 

天照皇大神宮（神宮大麻）と高忍日賣

神社大麻。ともに各家庭で必ず奉斎し

ましょう。 
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高
忍
の
杜
だ
よ
り 

～
祭
事
・
行
事
の
ご
報
告
～ 

 新
嘗
祭

に
い
な
め
さ
い 

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
る 

  

十
一
月
二
十

三
日
、
今
年
も

新
嘗
祭
（
に
い

な
め
さ
い
）
が

斎
行
さ
れ
ま
し

た
。 新

嘗
祭
は
古

代
よ
り
全
国
で

執
り
行
わ
れ
、

豊
か
な
実
り
に
感
謝
す
る
重
要
な
お
祭

り
で
す
。
当
神
社
で
も
、
氏
子
（
農
家
）

の
皆
様
か
ら
献
上
さ
れ
た
お
米
を
お
供

え
し
、
神
様
に
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
豊
穣
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
益
々
の

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
日
の
祭
典

に
は
総
代
・
区
長

さ
ん
は
じ
め
地

区
の
代
表
の
方

を
は
じ
め
氏
子

崇
敬
者
の
方
ま

で
ご
参
列
を
い

た
だ
き
、
巫
女
に

よ
る
鈴
神
楽
の

奉

納

も

あ

り
、
厳
か
に

祭

典

は

執

り

行

わ

れ

ま
し
た
。 

    

 

七
五
三
ま
い
り
で 

境
内
に
ぎ
わ
う 

  
十
一
月
は
七

五
三
参
り
の
時

期
で
、
高
忍
日

賣
神
社
で
も
七

五
三
の
祈
願
祭

を
執
り
行
い
ま

し
た
。
今
年
は

十
五
日
が
日
曜

で
お
天
気
も
良

か
っ
た
た
め
、
こ
の
日
に
お
参
り
が
多
く

な
り
、
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
さ
ん

と
ご
家
族
の
方
で

境
内
が
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
近

年
は
七
五
三
も
分

散
傾
向
で
、
十
二

月
に
入
っ
て
か
ら

も
七
五
三
の
お
参

り
に
来
ら
れ
る
方

も
あ
り
ま
す
。 

☆
い
よ
い
よ
迫
る
！
☆ 

淳
心
館 

奉
納
演
武 

 
 
 
 
 
 
 

～
「
合
」
は
「
愛
」
に
通
じ
ま
す
！
～ 

日
時
：
十
二
月
六
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

於 

：
高
忍
日
賣
神
社
拝
殿 

 
 

 

 

平
成
十
七
年
よ
り
毎
年
、
合
気
道
の
奉

納
演
武
を
さ
れ
て
い
る
淳
心
館
の
皆
様

が
、
今
年
も
十
二
月
六
日
（
日
）
午
前
十

時
よ
り
、
高
忍
日
賣
神
社
拝
殿
に
て
奉
納

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

成
人
に
ま
じ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
も
堂
々

と
し
た
演
武
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。 

 

礼
を
重
ん
じ
、
身

を
律
す
る
合
気
道
の

技
の
数
々
…
当
日
の

観
覧
は
自
由
で
す
の

で
、
多
く
の
方
に
是

非
御
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
！ 

 

ご
奉
仕
感
謝
い
た
し
ま
す
！ 

み
こ
と
の
会
清
掃
奉
仕 

 

毎
月
、
「
み
こ
と
の
会
」
の
皆
様
に
よ

っ
て
主
に
第
二
金
曜
日
に
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

十
一
月
も
十
三
日
（
金
）
に
ご
奉
仕
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
落
ち
葉
が

大
変
多
く
、
日
々
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
七
五
三
を
前
に
き
れ
い
に
清
掃

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
一
月
二
十
四
日
（
日
）
に
は
み

こ
と
の
会
の
皆
様
に
よ
る
「
新
年
奉
納
会
」

が
高
忍
日
賣
神
社
に
て
行
わ
れ
る
予
定

で
、
清
掃
奉
仕
、
正
式
参
拝
、
居
合
な
ど

の
奉
納
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

正
月
３
が
日
以
降
の 

お
祭
り
の
お
し
ら
せ 

◎
ど
ん
ど
焼
き
（
古
い
お
札
等
を
は
や
し

ま
す
）
…
一
月
十
五
日
（
金
） 

◎
節
分
祭
（
豆
ま
き
も
行
い
ま
す
）
・
厄

除
祈
願
大
祭
…
二
月
三
日
（
水
） 

◎
祈
年
祭
・
紀
元
祭
（
紀
元
節
・
日
本
の

誕
生
日
）
…
二
月
十
一
日
（
木
・
建
国
記

念
の
日
） 

 
  

◇
各
種
社
頭
祈
願
・出
張
祭
・ 

結
婚
式 

承
っ
て
お
り
ま
す
◇ 

 

高
忍
日
賣
神
社
で
は
、
安
産
・
初
宮

詣
・
厄
除
け
・
子
授
け
・
交
通
安
全
（
新

車
祓
）
等
の
社
頭
各
種
祈
願
、
地
鎮
祭
・

新
宅
祭
、
霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
）
・
神

葬
祭
等
、
各
種
出
張
祈
願
祭
も
承
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
高
忍
日
賣
神
社
の
御
神
前
に
て

執
り
行
う
結
婚
式
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
祈
願
・
出
張
祭
典
等
各
種
詳
細
や
ご

相
談
・
お
申
し
込
み
は
社
務
所
（
電
話
〇

八
九
―
九
八
四
―
八
二
一
二
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。 

毎年、鈴神楽は例大祭（秋祭り）

とともに、新嘗祭でも奉納され

る 


